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 変質量を作る正負電荷の粒子の組に対して,それらの運動量を,島,島(阪!1〉随一)と
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 論文審査の結果の要旨
 本論文は,米国スタンフォード研究所におけるSLD実験より収集された約5万個のZ。崩壊事
 象を解析し.高偏極度で生成されたクォーク・反クォークがハドロン化過程を経て,どれだけス
 ピン情報が最終ジェットへ伝達されるかを測定したものである。クォークのスヒ。ンは,SLDの特
 色の一つである高偏極度電子ビームにより,高い偏極度をもつ。そのため,ハドロン化過程によ
 り,クォーク・スピン伝達率は小さいと考えられてるが,最終ジェットにスピン効果の観測の可
 能性があり,その探索研究を行ったものである。
 第1章序論では,SLD実験の特色である高偏極度の電子ビームと高分解能バーテックス検出
 器がその実験の動機の一つであること,更に実験の背景とその意義を述べ,このクォーク・スピ
 ン伝達率の測定は,世界で最初の試みであることを述べている。
 第2章PolarizationinStandardModelでは,電弱理論においてピe+→ff過程における偏極
 を記述し,高偏極度電子ビームにより,高い偏極度のクォークが生成されることを示している。
 又,量子色力学(QCD)においては,ハドロン化過程の複雑さのためクォーク・スピンの理論
 的記述は現在皆無であることを述べている。更にジェット・ハンデドネス(偏極)の定義,τレ
 プトンの崩壊を用いてのジェット偏極度の測定法として,Helicity及びChirality解析法を導入
 し,それぞれの意味を述べている。
 第3章実験装置では,スタンフォード研究所におけるSLC加速器について偏極電子源,スヒ。ン
 転送,スピン測定法及び電子ビームのエネルギー測定につき詳細に述べ,更に,SLD検出器につ
 いては,トラッキング,粒子識別,カロリメーター検出器について.その性能について述べてい
 る。
 第4童解析においては,まず63.0±1.1%の高偏極度の電子ビームを用いて行われた1993年の
 実験より収集された51,000個のZ。事象より2ジェット事象を選別した。ジェット選別には,JADE
 のアルゴリズムを用い,更に,高分解能バーテックス検出器により,ジェットを約10KのLight
 flavorと8KのHeavyflavor事象に分け解析を行った。Helicity,Chirality解析法を適用する
 場合には,3本のトラックを必要とするため,最もスピン情報をもっと予想される最も高い運動
 量をもつトラックより3本を選ぶ方法,任意の3本を選ぶ方法,ラピデティを用いる方法を試み
 た。又,この解析法を確かめるため,τ+→レτπ+π一崩壊のシミュレーションを行い,Chirality
 解析では有意のスピン伝達率を観測できると述べている。
 第5章Summaryでは,これら幾つかの方法を用いての解析結果をまとめ,スピン伝達率α
 Helicity解析:α嵩一〇.029±0.024±0.000(0.069),
 chiraiity解析:α一一・.・・1±・、・26±81881(・、・52)
 の測定結果を示している。この結果は,上記の種々の方法ではクォークのスピンの終状態ジェッ
 トヘの伝達が観測できなかったが,世界最初のジェット・スヒ。ン観測法を示し,ジェットのスピ
 ン観測研究に新しい知見を与えるもので,本論文は著者が自立して研究活動を行うに必要な高度
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 の研究能力と学職を有することを示している。よって,長谷川庸司提出の論文は,博士(理学)
 の学位論文として合格と認める。
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